
― 351 (56) ―



どちらの結果をとるかは之の期間に環境条件の変化が起之っているとの情

報が確認されれば9,795.60,変化がなかった之とが確認されれば9,738.19.

－352（55）－



　（2）第２期

　第２期は昭和32～46年で，曲

線（ｙ泌，Ｒz）のデータとグラフ

について検討，吟味した結果，

一本の直線をあてることロした

（第4・ざ表，第4・ざ図）。

　（3）第３期

　第３期は昭和47～60年である

が　この期間の曲線（が，Ｒz）

のデータと特にグラフを検討し

た結果，まず47年を異常値とし

て排除するか，否かの問題がで

てきた。もし47年を排除しない

場合には，第２期と同様に大胆

に一本の直線に近似すべきで，

結　果

もし47年を異常値として排除する

場合には48, 49年を47年の修正年

として考えると之とになり，48年

以降を２つの直線に分割すべきで

あろう。以上の趣旨で試算してみ

た結果をつぎの表に掲げておく。

―353 (54)―



結　果

－354（53）－



― 355 (52) ―



55と56～59年の２グループに分けるのが最適であろう。第4・3表は，これ

らのデータで次頁の第4・3図はそれについてのグラフである。

結　果

　２　東北地方

　（1）第１期

　第１期を特に昭和25～31年としているのはつぎの事由による。東北地方

の人口の動きをみると，昭和25年を境として屈折している。そのために，

昭和22年からのデータによる分析を試みたが不首尾に終った。このような

いきさつで昭和25～31年を第１期とせざるをえなかったのである。

　第１期の瓦，瓦および瓦に対する算定資料および曲線（ｙz，Ｒz）と

（ｙ;，Ｒz）のグラフ第4・1’図をつぎに掲げる。

　　　　　　　　　　　　　― 356 (51) ―



結　果 　　－値（瓦2) 5,235.55をうけて，刄は

　　　　　ｰ　　　ﾀ;＝瓦一刄＝5,235.55－刄

によって定義され，（到，Ｒ,）はつぎの第

4・2表に示されており，曲線（刄，Ｒ,）の

グラフが第4・2図に描かれている。この場

合にも人口流出の第２期の最初の３年に

対するＲ言ま，35年以後のＲ,に対して異常値と判断される。

　（3）第３期

　期間は昭和44～60年であるが曲線（刄，Ｒz）のグラフ（第4・3図参照）

によって，まず第３期は44年からであるが, 44, 45年は異常値として除外

し，さらに曲線{ft, Rt)について直線が適合するようにするには，45～

　　　　　　　　　　　　　－357（50）－



２　第２期

第２期は，昭和32～43年であるが，第１期のロジスティツク曲線の上限

―358 (49) ―



によるスムーシングを施した。

　第4・O表がスムーシングによる結果である。

　データによる原系列を刄におきかえると，ｙEのかかえていた難点は，

ほぼ解消するが，ただ26, 27および28年の刄については依然停滞の様相

が解消していない。そこで四国地方の昭和25～29年の落ち込み現象に用い

たトリックをそのまま用い，27年に対する孔として平均の5,181.5千人を

あてた以外に特別のトリックを用いる必要は生じなかった。この結果から，

スムーシングが大きなメリットをもたらしているといえると思われる。

　（2）第１期

　この場合における瓦，瓦および瓦を求める３つのステップの曲線

（孔，Ｒ,），ざ1および瓦に対する（鈴Ｒ,）の数値が第4・1表に，また

それぞれのグラフが第4・1図に描かれている。

－359（48）－



がわかる。そこで局所的にトリックを施すよりは，当該期間に亘ってスム

ーシングを施す方がよいのではないかという考えから，昭和23～45年の各

年の総人口に，つぎの算式

　　　　第4・O表　　　　　　　　　　　　第4・1表の（1）KIのステップ

－360（47）－



　4.北陸地方と東北地方

　１　北陸地方

　（1）総人口の全期間における動き

　第１表および第１図によって北陸地方の総期口数の動きを詳細にチェッ

クすると，総人口が停滞している期間が昭和25～28年また昭和41と42年，

つづいて43と44年には，それぞれ相等しいというように，他地方にはみら

れない長期間（昭和25～44年）に亘る総人口の停滞現象がつづいていること

　　　　　　　　　　　　　　－361（46）－



結　果

　第3・3'図はそのグラフである。この回によれば,第３期の最初の１年に該

当するR42が他のＲ,に対して当初の不安定性のために高い値をもってい

ると考えられるから,これを除外するとしても全体像をまずろることが大

切なので,42年を除去したもののグラフと,その図面の左下に10分の１のス

ケールで42年も入れた全体のグラフがかかれてある。まず全体のグラフか

ら42年を除外しただけでよいかの検討の資料とした。その結果,全体を２つ

の結果のグループに分けることを前提において，43～50年と51～59年とす

ると,43～50年のグループでは曲線的と考えざるをえないので,敢えて43年

を除外し, (44～50年)と(51～59年)の２グループに分けることにずる。

　算定結果が第3・3'表の右側に掲載してある。

　　　　　　　　　　　　　― 362 (45) ―



結　果

線的な動きとは全く無関係

な形をとっているので，第

２期に入った最初の３年間

は，第２期の体制が固まっ

ていなかったと考えられる。

したがって35～41年の資料

によってロジスティツク曲

線を誘導する。またこの第

２期の(yt, Rt)の動きは，

一本の直線によって表現さ

れると考える之とができる。

　（3）第３期

　第３期は，昭和42～60年の期間で，第２期の下限値(ざ3)が6,859.4千

人であるから

で定義される。この（y;，Ｒz）は第3・3’表のごとくである。

　　　　　　　　　　　　　― 363 (44) ―



とREを掲載し，第3･1'図はそのグラフである。

　第１期のロジスティツク曲線に対するKi, K,および瓦の計算のため

の資料, (yt, Rt), (が，Ｒz)が個別に第3・1'表に，それぞれの{yt, Rt),

(ｙ;，Ｒz)のグラフが第3･1'図に掲載されている。この場合は殆んど特段

の注意は必要としないと思う。

　（2）第２期

　第２期の期間は，32～41年の10年である。第１期のロジスティツク曲線

　　　　　－の上限値（瓦）は7,068.7千人であるから，y;は

　　　　　　ｙ;＝7,068.7-yt

で定義される。

　曲線（y;，Ｒ,）の数値表とグラフは第3・2り表と第3・2／図である。

　第3・2一図をろると, 32, 33および34年のＲzの値は，その後のＲzの直

　　　　　　　　　　　　　― 364 (43) ―



うけて，ｙ;が

によって定義され，それに対してＲzを計算する。曲線（ｙ;，Ｒz）が第3・3

表に，そのグラフが第3・3図である。

　まず表をみると，昭和46～50年のREの数値がそれ以後の年と大きくは

なれている。したがって図は, (46～50年）と（51～60年）の部分の関係

がわかるように，二重目盛りで描かれている。よってそれぞれのグループ

は，別個の２直線があてられることが適切である。

　その計算結果は下記のとおりである。

　　　　　　　結　果

　２　中国地方

　(1)第１期

　中国地方の資料によりREを計算すると，昭和26年から安定した数値が

えられたので，第3・1'表に示したように，第１期を昭和25～31年とし, yt

― 365 (42) ―



　　　　　　　　　　　－ティツク曲線の上限値（瓦2）

の値13,294.21千人をうけて

　　ｙ;＝13,294.21-yt

について35年以降46年までを

第２期とし，yＤこついてRt

を計算した結果が第3・2表に

掲げてある。そして第3・2図

が曲線（y;，Ｒz）のグラフで

ある。このグラフをみると，

一本の直線をあてるべきもの

と考えられる。

　（3）第３期

　第３期は，昭和47～60年で

第２期のロジスティツク曲線

の下限値（ざ3）12,034.13を

－366（41）－



異常値を示しているために，

このデータを除外して瓦が

計算されている。

　　　　　－　つぎに瓦2を算定するに当

って，昭和29年のＲの値が異

常値となるので，ここでもこ

れを削除するとほぼ直線的な

動きを仮定しても不都合は感

じられない。　之の曲線（が，

Ｒ,）のグラフがつぎの第3・1・

（3）図に描かれている。各ステ

ップにおけるα,βおよび瓦，

瓦および瓦2の値は，第3・1

表に掲載されている。

　（2）第２期

　第２期は，第１期のロジス

－367（40）－



第3・1・(2)図　九州地方の(渦、Ｒt)曲線

　　　　　(22～30年)

ここで＊は31～34の）ｙむの平均値をとっている。

－368（39）－



したがって昭和59年までのデータからみると，昭和60年を境として人口減

少の局面に入っているのではないかと推定される。

　3.九州と中国の各地方

　第２章において四国地方を例にとって詳細にそのとり扱いを述べたので，

この章では九州地方と中国地方について，そのとり扱いのうえで特に配慮

した点を各期別に資料を掲げて述べ，第４章では北陸と東北の各地方をと

りあげることにする。

　１　九州地方

　（1）第１期

　第3・1図と第3・1表とを対称してみると「昭和29年のＲzが突出しており，

さらに昭和31～34の期間が停滞している」ことがわかる。

　これを第3・1図でみると明らかのようロ，昭和29年には突然に人口に異

第3小（1）図　九州地方の（jy。瓦）曲変が発生しており，それが急速におさ

　　　　　線（23～34年）　　　　　　まって，30年には，23年からの従来の

人口の推移傾向に合体していったこと

が窺える。われわれは全体的な推移傾

向をロジスティツク曲線によってキャ

ッチしようとしているわけであるから，

この趣旨で第１ステップでは，(ｙ29，

R29)を除いた昭和23～31年の(ｙz，RE)

　　　　　－によって瓦が算定されている(第3・1

表の(1)参照)。

　つぎに瓦を算定する第２ステップ

では，第3・1・(2)図から分るように，昭

和28年に対するR28が第１ステップ

における29年に対するR29に関連して

―369 (38)―



第３ステップ　昭和52～59年の計算

正規方程式：

― 370 (37)一



第２ステップ　昭和46～51年の計算

正規方程式

― 371 (36) ―



第３ステップ　昭和40～45年の計算

正規方程式

　ゆえに第２期の）最低値（瓦）は3,872.13である。

　３　第３期について

　第１ステップ　系列（ｙDの検討・吟味

　第３期は昭和45～60年で，いま

　　　　　　y;＝ｙに瓦＝カー3,872.13

とおいてＰぺy;，Ｒz）の動きを検討・吟味する資料として第2・3表とそれ

に対するグラフとして第2・3図を掲げる。

　第2・3図により46～51年と52～59年の二つに分解してろる。

　　　　　　　　　　　　　－372（35）－



ロ，この場合に分解するのがよいか，さらにニつに分けるのが適当なとき

にはどの時点で分けるべきかの判断は，そのときの種々の資料によってま

ず状況が変化した之とを確認する之とが必要であるし，二分するのにどこ

で分けるべきかという検討も必要となる。ここでは一応考え方を述べるだ

けに止めたい。

　つぎにそれらの計算過程を示しておこう。

　第２ステップ　昭和30～39年の計算

正規方程式

― 373 (34) ―



の動きから第２期の人口の動きを

捕えることにする。しかしわれわ

れは，その傾向をロジスティツク

曲線を用いてキャッチするという

一貫した考え方の上にたっている

から，35～45年のＰz（ｙ;,Ｒz）の

動きをいくつかのセグメントに分

解し，それらを合成しながらトレ

ースしてゆくのである。この場合

は35～45年の動きを35～39年，40

～45年のニつに分解してみてゆく

ことにして，それぞれに適合した

ロジスティツク曲線を算定するこ

とになる。後述の例でわかるよう

－374（33）－



正規方程式：

したがって

がえられる。

　以上のように，第１期に対して重複をいとわないで計算を行なったのは，

その期間のなかで人口が変動する範囲を限定したかったからにほかならな

い。

　２　第２期について6）

　第１ステップ　系列（ｙ;）の検討・吟味

　　　　　　　　　　　　　　　　－　第２期は，第１節で算定された瓦を上限としてｙzは昭和30年を境と

して同45年まで漸減しつづけたのち，同46年から再び上昇に転ずる。した

がって31～45年を第２期と定義することにする。

　そこで前と同様に

とおくとき，ｙ;は単調増加系列となる。第2・2表には(yU Re)が年次に

したがって記載され，第2・2図はそのグラフである。

　第2・2図を一見して，第１期から第２期に移った直後の４年間は人口の

動きが不安定の状態にあり，35年から安定した状態に入っていることが直

感的にキャッチされる。したがって昭和31～34年の期間を削って35～45年

　　　　　　　　　　　　　　－375（32）－



したがって上限値Ｋは

したがってつぎのざ1すなわち

をこの系列の下限値と考えるのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　第４ステップ　瓦を下限値にもつ系列の上限値瓦の計算

　つぎの第2・1・(3)表のｙ;は

と定義し，修正系列を下限値を瓦＝2,521.98とする系列に変換するため

の処置をしたうえ，もう一度第２ステップで行なったと同様の計算過程を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　－くりかえして，暫定的に算定した上限値（瓦）を最終的に上限値瓦2にあ

らためて算定しなおす。

－376（31）－



正規方程式：

第３ステップ　下限値（瓦）をもつロジスティツク曲線の計算

つぎの第2・1・（2）表のyＤは

と定義する。

　ｙ;は一般には単調数列であるから，直線的に推移している場合にはが

に適合する通常ロジスティツク曲線を求め，その上限値を求める。その計

算過程が第２ステップの計算と同じ形式でかかれている。

― 377 (30)一



　いま時系列で表された人口(ｙ,)について，つぎの人口増加率(yt-yt-i)

÷yt-iを

と定義するとき

の動きが直線的と見なされるならば，人口（ｙz）はロジスティツク曲線を

描くとろてよく，これらのＰいこ最小自乗法で直線をあてたときの直線の

方程式を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－とかくとき，該当のロジスティツク曲線の上限値（瓦）は

によって求められる。

　修正された前記の系列から＆，βを求める計算は，つぎの正規方程式

によって求めることになる。

　つぎは，上記の修正系列に直線回帰をあてるための数値計算表と正規方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－程式から通常のロジスティツク曲線の上限値(瓦)の計算過程を示している。

－378（29）一



停滞を除去する。そこで，原系列は修正されて前頁に記載の修正系列に代

置されることになる4)。

　第２ステップ　修正系列に対する通常ロジスティツク曲線

　この修正系列の人口(yz)を時系列とし，これがロジスティツク曲線の式

で表されると仮定すれば，ｙzの時点(j－1)における人口増加率(ｙ,一ｙz-1)

÷yt-iをｙzと組合せるために添字を１ずらして

とおくとき，之の式に（1. 1）を代入すると

となる。

　したがってＰz（yz，Ｒz）が直線を形成していると見なされる場合には

とおくとき式（1. 1）のパラミーターの間にはつぎの関係式

が成立している。

　　　　　　　　　　　　　　－したがって時系列ｙzの上限（瓦）は

によって算定されるのである。

　以上の事柄を「時系列ｙ，の上限値の算定原理」としてまとめておこう

（以下単に算定原理という）。

　　　時系列yzの上限値の算定原理5）

　　　　　　　　　　　　　　－379（28）－



において具体的に四国地方の人口を例にとって詳細にそれぞれのフェース

に適合したロジスティツク曲線を算定するプロセスを述べたあと，第３章

において九州と中国地方，第４章において北陸と東北地方をとりあげて，

資料に基づいて算定の概略を述べたいと思う。

　2.四国地方の期間別ロジスティツク曲線8）

　1　第１期について

　第１ステップ　原系列の検討・修正

　基本図によれば昭和22から25年まで人口が増加したあと，26年には低下

し，26～28年には同一水準で小休止してつぎの二年再び増加し，31から45

年までは減少に転じている（第２期）。そこで人口増加の第１期は昭和22～

30年の期間が想定されるが前述したように26, 27と

28年は，25もしくは29年にはさまれて落込んではいる

が,前後で上昇傾向が持続していることを考慮すると，

之の現象は単に上昇の機運が特別の事情で阻まれて一

時停滞したものと判断し，対応するロジスティツク曲

線算定のために一時的停滞を排除し，その基本的な上

昇傾向を見出しやすいように第一期の時系列に修正を

加える。

　これは後述するところで分るように，この適合させ

たロジスティック曲線から各期の人口の上限および下

限人口の大きさを求めることにこの小論のネライがあ

るからにほかならない。

　そこで右の原系列に一つのトリックを施すことにす

る。それは原系列の上昇傾向を求めやすくするためで

ある。一時的停滞を示している昭和25～29年の部分を

それらの平均値4,216.4におきかえて，しかも５年の

　　　　　　　　　　　　　－380（27）－



地方をとり扱ったわけである。しかし最終の目的は，各地方の底にある人

口の流れをキャッチする之とができれば，その成果をその時期の産業構造

の変化等と結びつけるときえれらるさらに大きな成果への期待である。

　そこでまず基本表として第１表　地方別の昭和22年～同60年の各年次別

総人口数を，基本図表としてそのグラフを掲載する。

　基本図表を概観すると，各地方の総人口はいずれも第２次世界大戦終了

直後から同25年頃までは復員，疎開先からの移動等の急激な社会現象に誘

発された人口移動によって人口も急激な増減を示した。それ以後の人口変

動は，上記の急激な人口増加がもたらした急激な社会変化による一時的な

停滞（とまどい）や，随所に突発的と考えられる現象が発生していることが

看取されるが，これらの異常な動きも一応昭和31ないし34年までで終了し

ている。その後昭和41ないし46年まで各地方人口が減少に転じたあと，

　「Ｕターン現象」によって増加に転じ，昭和60年まで増加しつづけている。

しかし各地方の総人口曲線（以下単に人口曲線という）を概括的に比較する

と，九州と東北地方，中国と北陸地方および四国地方の３つのフェースに

大別できるように思われる。

　しかしわれわれは各地方人口曲線をデータによって分析するに当って，

これらを類型化するわけではなくて，地方別にしかも各期間ごとに，それ

ぞれに適合したロジスティツク曲線を求め，それにょって期間ごとに底を

流れる人口の大局的な動きをキャッチすることにある。

　ところが従来のロジスティツク曲線は，常に人口が増加する場合にしか

適用されないことしかも下限はいつも０であることを前提としている。し

たがって上記の２つの欠点を新しい考え方で補整する必要がある。すなわ

ちある地域についてある特定のフェースにおいてその人口が与えられた社

会的，経済的環境条件の下で変動しうる範囲が設定されていると考えて，

その枠内において刻々と変化する環境条件に対応して人口が変動している

というモデルを想定するわけである。上記のモデルを頭において，第２章
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　　　　　　　第１図　基　　本　　図

（1）九　州　　　　　　　　　　　　（2）四　国

（3）中　国 （4）北　陸

⑤東北
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（基本表）　　第１表　地　方　別　総　人　ロー昭和22年～60年
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　　　ロジスティツク曲線による

　　　　　　　　　　　地方人口変動の分析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高木尚文

　1.序

　この小論の目的は，人口変動の統計的分析の分野において有効な分析手

段を提供しているロジスティツク曲線を用いて，地方人口の動きを単にト

レースするだけではなくて，より適確に把握することにある。実は之の研

究については，地域によって幾分異なるが昭和22ないし25年から53年の

期間にわたって，３タームに分けて分析した結果の骨子を共同研究として

第48回（昭和55年度）日本統計学会総会のⅡの部Ａ会場における共通テーマ

　（人口変動の統計的分析1）」において報告したものである。今回は，さら

にそれらに検討を加えるとともに期間についても昭和60年までの資料を加

えて延長している。

　さてここでとりあげている地方は，九州，四国，中国，北陸および東北

の五地方に限定している。その趣旨はこの約15年程地方の時代到来が叫ば

れてきているので，総体的にみて人口の非集中的な地方として前記五地方

を採り上げ，それらの地方の総人口の増加や減少のしかたをデータによっ

て的確に分析できる統計的手法の開発をテーマとしている。したがって問

題としている地域としては，都道府県，町村単位の地域を対象とすること

も可能であるが，この拙論では上記の五地方を選択した。このように五地

方もとり上げたもう一つの理由は，各地方にそれぞれの特異事情にょって

特異点(Outlier)が生じたとき，それぞれごとに，それに対処するトリッ

ク(trick)を編みだして大きな流れを見出すことが必要なので，敢えて五
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